
市政ニュース

【
12
月
】

１
日

・ 

有
子
山
城
築
城
4
5
0

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

【
11
月
】

14
日

・
市
議
会
臨
時
会

24
日

・ 

第
２
回
豊
岡
市
自
分
ご

と
化
会
議

・ 

第
71
回「
文
化
財
防
火

デ
ー
」消
防
訓
練

29
日

・ 

豊
岡
市
議
会
12
月
定
例

会（
〜
12
月
25
日
）

・
除
雪
隊
発
隊
式

30
日

・ 

豊
岡
市
区
長
連
合
会
研

修
会

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

市政
ニュース
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市
議
会
役
員
が
決
定

　
　
　
議
長
は
松
井
正
志
さ
ん
、副
議
長
は
岡
本
昭
治
さ
ん

　

11
月
14
日
、
市
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
議
会
役
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
議
長
に
松ま
つ
い井
正た
だ
し志
さ
ん
、
副
議
長
に
岡お
か
も
と本
昭し
ょ
う
じ治
さ
ん
、
議

会
選
出
の
監
査
委
員
に
西に
し
だ田　

真ま
こ
とさ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
以
下
、
敬
称
略
）

　
な
お
、各
委
員
会
の
委
員
長（
◎
）、副
委
員
長（
○
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
常
任
委
員
会

▽
総
務
委
員
会

　
◎
村む
ら
お
か岡
峰み
ね
お男　
　
○
芹せ
り
ざ
わ澤
正ま
さ
し志

▽
文
教
民
生
委
員
会

　
◎
清し
み
ず水　
寛ひ
ろ
し　
　
○
荒あ
ら
き木
慎し
ん
た
ろ
う

大
郎　

▽
建
設
経
済
委
員
会

　
◎
米よ
ね
だ田
達た
つ
や也　
　
○
太お
お
た田
智と
も
ひ
ろ博　

▽
予
算
決
算
委
員
会

　
◎
岡
本
昭
治　
　
○
村
岡
峰
男

　
○
清
水　
寛　
　
○
米
田
達
也

■
特
別
委
員
会

▽
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
◎
前ま
え
だ田
敦あ
つ
し司　
　
○
芦あ
し
だ田
竹た
け
ひ
こ彦

▽
交
通
網
問
題
対
策
等
調
査
特
別
委
員
会

　
◎
石い
し
だ田　
清き
よ
し 　
　
○
須す
や
ま山
泰ひ
ろ
か
ず一

▽
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
◎
小こ
も
り森
弘ひ
ろ
し詞　
　
○
義よ
し
も
と本
み
ど
り

■
議
会
運
営
委
員
会　

       　

　
◎
浅あ
さ
だ田　
徹と
お
る　
　
○
田た
な
か中
藤と
う
い
ち
ろ
う

一
郎

《
問
合
せ
》
議
会
事
務
局
☎
23

−

1
1
1
9

監査委員
西田　真

副議長
岡本昭治

議長
松井正志



バ
ス
交
通
に
つ
い
て
考
え
る

自
分
ご
と
化
会
議
２
回
目
を
開
催

５
年
ぶ
り
に
文
化
財
を
守
る
た
め
の

消
防
訓
練
を
実
施

人
口
減
少
時
代
の
自
治
会
活
動
を

考
え
る
研
修
会
を
実
施

　

11
月
24
日
、
豊
岡
稽
古
堂
で「
第
２
回
自
分
ご
と

化
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。
無
作
為
抽
出
さ
れ
た

市
民
の
う
ち
参
加
希
望
の
10
人
が
参
加
し
、
第
１
回

会
議
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
地
域
に
最
適
な
交
通
の

か
た
ち
を
考
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
地
域
住
民
同
士
の
協
力
に
よ
る

交
通
手
段
の
確
保
が
で
き
な
い
か
」「
共
助
交
通
な
ら

地
区
を
ま
た
い
で
運
行
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」「
バ

ス
の
貨
客
混
載
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
一
般
客
混
乗
を

す
べ
き
」な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
今
後
、
全
２
回
の
会
議
等
で
出
た
意
見
を
提
言
書

と
し
て
ま
と
め
、
そ
の
提
言
を
参
考
に
し
て
、
今
後

の
地
域
の
交
通
関
係
事
業
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。

《
問
合
せ
》D
X
・
行
財
政
改
革
推
進
課

 

☎
21

−

9
1
4
6

　
11
月
24
日
、
長
楽
寺（
日
高
町
上
石
）で
、
薬
師
堂

か
ら
出
火
し
延
焼
拡
大
し
た
と
の
想
定
で
初
期
消
火

と
文
化
財
の
持
ち
出
し
を
含
め
た
消
防
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー
の
取
組
み
と
し
て
消

防
訓
練
を
実
施
し
た
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
荒
天
に
よ
る
中
止
を
経
て
、
５
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
訓
練
に
参
加
し
た
水み
ず
の
お生
惠け
い
し
ょ
う正
住
職
は「
長
楽
寺
は
、

立
地
上
消
防
車
が
境
内
に
入
れ
ず
、
可
搬
式
ポ
ン
プ

と
ホ
ー
ス
を
中
継
し
放
水
し
ま
し
た
。
消
防
団
員
の

皆
さ
ん
の
連
携
と
作
業
を
目
の
当
た
り
に
し
、
お
寺

と
文
化
財
を
預
か
る
者
と
し
て
改
め
て
防
火
へ
の
意

識
と
注
意
を
肝
に
銘
じ
ま
し
た
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
財
室

 

☎
21

−

9
0
1
2

　
11
月
30
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
豊
岡
市
区
長
連

合
会
研
修
会「
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代
の
自

治
会
活
動
を
考
え
る
」を
開
催
し
、
講
演
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
午
後
に
分
け
て

区
長
ら
延
べ
２
２
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
水す
い
づ津
陽よ
う
こ子
さ
ん（
合
同
会
社
フ
ォ
ー

テ
ィ
Ｒ
＆
Ｃ
代
表
）を
迎
え
、
区
の
役
の
負
担
軽
減

や
見
直
し
、
自
治
会
活
動
を
役
員
主
体
で
は
な
く
住

民
総
出
の
活
動
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
、
若
い
世
代

を
呼
び
込
み
、
そ
の
力
を
借
り
て
行
く
こ
と
な
ど
、

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
の
自
治
会
運
営
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
運
営
の
ヒ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ア
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
総
務
課
☎
23

−

1
1
1
6

▲麓の消火栓からホースを中継し薬
師堂に放水する消防団員

▲参加者は、講演を聞いた後各テーブルで
意見交換を行った

▲２グループに分かれての議論の後、全
体で意見の共有を行った

文化財防火デー…1949年１月26日
に法隆寺金堂壁画が焼損したことを
きっかけに定められた

▲会議の様子は、ホームページから見る
ことができます

7　 広報とよおか 2025年１月号


